
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－189210
(P2002－189210A)

(43)公開日 平成14年7月5日(2002.7.5)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�2�F  1/1333  

   �G�0�9�F  9/00    350

   �G�0�2�F  1/1333  

   �G�0�9�F  9/00    350 A

�2�H�0�8�9

�5�G�4�3�5

審査請求 未請求 請求項の数 4ＯＬ（全 4 数）

(21)出願番号 特願2000－389270(P2000－389270)

(22)出願日 平成12年12月21日(2000.12.21)

(71)出願人 000002185

ソニー株式会社

東京都品川区北品川6丁目7番35号

(72)発明者 小牧 晃治

鹿児島県国分市野口北5番1号  ソニー国分

株式会社内

(74)代理人 100095588

弁理士 田治米 登 (外1名)

Ｆターム（参考） 2H089 HA40 JA10 QA12 QA16

5G435 AA11 AA17 BB12 EE03 EE05

EE06 KK02 KK05 KK10

(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶表示パネルを、樹脂を使用することなく
外枠と見切り板との間に固定する。
【解決手段】  液晶表示パネル１が、該液晶表示パネル
の有効画素領域に対応した開口部が形成されている外枠
１０Ａと見切り板２０Ａとの間に実装されている液晶表
示装置であって、見切り板２０Ａがパネル押さえバネ２
２を有し、外枠１０Ａがパネル押さえバネ２２と掛合す
るバネ掛合部１４を有し、外枠１０Ａと見切り板２０Ａ
との間に液晶表示パネル１が載置され、パネル押さえバ
ネ２２とバネ掛合部１４との掛合により液晶表示パネル
１が外枠１０Ａと見切り板２０Ａとの間で固定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示パネルが、該液晶表示パネルの
有効画素領域に対応した開口部が形成されている外枠と
見切り板との間に実装されている液晶表示装置であっ
て、見切り板がパネル押さえバネを有し、外枠がパネル
押さえバネと掛合するバネ掛合部を有し、外枠と見切り
板との間に液晶表示パネルが載置され、パネル押さえバ
ネとバネ掛合部との掛合により液晶表示パネルが外枠と
見切り板との間で固定されている液晶表示装置。
【請求項２】  見切り板の液晶表示パネルとの対向面に
凸面が設けられ、パネル押さえバネとバネ掛合部との掛
合により液晶表示パネルが凸面で面押しされている請求
項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  液晶表示パネルを、該液晶表示パネルの
有効画素領域に対応した開口部が形成されている外枠と
見切り板との間に実装する液晶表示装置の製造方法であ
って、見切り板がパネル押さえバネを有し、外枠がパネ
ル押さえバネと掛合するバネ掛合部を有し、外枠に液晶
表示パネルを載置し、その上に見切り板を被せ、パネル
押さえバネとバネ掛合部を掛合することにより液晶表示
パネルを外枠と見切り板との間で固定することを特徴と
する液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】  見切り板として、液晶表示パネルとの対
向面に凸面を有するものを使用し、パネル押さえバネと
バネ掛合部との掛合により凸面で液晶表示パネルを面押
しする請求項３記載の液晶表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示パネル
を、紫外線硬化型樹脂や室温硬化型シリコーン樹脂を使
用することなく、外枠に固定する技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置の製造工程においては、対
向する一対の基板とこの基板間に挟持された液晶層から
なる液晶表示パネルを、液晶表示パネルの有効画素領域
に対応した開口部（出射窓）を有し、出射見切り板とし
て機能する外枠と、液晶表示パネルの有効画素領域に対
応した開口部（入射窓）を有する入射見切り板との間に
固定する実装工程が行われる。ここで、出射見切り板や
入射見切り板は、液晶表示パネルの周縁部からの光の入
射や、液晶表示パネルの周縁部からの光漏れを防止する
ために液晶表示パネルの実装時に設けられるものであ
る。
【０００３】図６は、従来の実装工程で使用される外枠
１０の平面図であり、この外枠１０の底部１１には出射
窓１２が形成され、側壁部１３は液晶表示パネルの側面
を覆う高さに形成されている。一方、図７は、入射見切
り板２０の平面図であり、この入射見切り板２０は、入
射窓２１を有するバネ材から形成されている。
【０００４】液晶表示パネルの具体的な実装工程として
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は、例えば、図８、図９に示すように、液晶表示パネル
１の側面の４カ所で紫外線硬化型樹脂２により液晶表示
パネル１と外枠１０とを仮止めし、次に、液晶表示パネ
ル１と外枠１０との間隙にモールド用弾性樹脂として室
温硬化型シリコーン樹脂３を充填することにより液晶表
示パネル１を外枠１０内に固定し、その上から入射見切
り板２０を外枠１０にはめ込む。こうして液晶表示パネ
ル１を外枠１０と入射見切り板２０との間に実装した後
には、電気的チェックが行なわれる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
液晶表示パネル１の実装工程においては、液晶表示パネ
ル１を外枠１０に固定するために紫外線硬化型樹脂２と
室温硬化型シリコーン樹脂３を使用するため、これらの
樹脂の硬化に長時間を要し、生産性が低下する。
【０００６】また、モールド用弾性樹脂として使用する
シリコーン樹脂３の塗布後の糸引き等によって設備や液
晶表示パネル１の表面が汚れ、液晶表示パネル１の表示
品質や設備の維持に悪影響がきたされる。
【０００７】さらに、ＬＣＤプロジェクター等では、液
晶表示パネルの実装構造として、図１０のように、液晶
表示パネル１の表裏両面に約１ｍｍ厚の入射側防塵ガラ
ス４又は出射側防塵ガラス５を貼り合わせ、入射側防塵
ガラス４、出射側防塵ガラス５上にそれぞれ入射見切り
板２０、出射見切り板１５を設けた防塵ガラス構造が主
流となっており、この防塵ガラス４、５の貼り合わせの
ために２液（主剤と硬化剤）タイプのシリコーンゲル接
着剤６が使用されている。しかしながら、シリコーンゲ
ル接着剤６は、液晶表示パネル１の外枠１０への固定の
ために使用されている紫外線硬化型樹脂２や室温硬化型
シリコーン樹脂３に接触すると硬化阻害を併発し、シリ
コーンゲル接着剤６の接触した部分が未硬化となり、液
晶表示パネル１と入射側防塵ガラス４あるいは出射側防
塵ガラス５が剥離するという問題が生じる。
【０００８】また、液晶表示パネル１を外枠１０に樹脂
で固定した従来の実装構造では、実装後の検査で液晶表
示パネル１に不良が発見された場合に、液晶表示パネル
１だけでなく、外枠１０も液晶表示パネル１と共に廃棄
しなくてはならず、外枠が無駄になる。
【０００９】本発明は、以上のような液晶表示パネルの
実装工程に伴う問題に対し、液晶表示パネルを、樹脂を
使用することなく外枠と見切り板との間に固定できるよ
うにすることを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明者は、入射見切り
板にバネ材を設け、入射見切り板で液晶表示パネルを押
圧して外枠へ固定することにより、紫外線硬化型樹脂や
室温硬化型シリコーン樹脂が不要となり、防塵構造で使
用するシリコーンゲル接着剤の硬化阻害要因も解消する
ことを見出した。
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【００１１】即ち、本発明は、液晶表示パネルが、該液
晶表示パネルの有効画素領域に対応した開口部が形成さ
れている外枠と見切り板との間に実装されている液晶表
示装置であって、見切り板がパネル押さえバネを有し、
外枠がパネル押さえバネと掛合するバネ掛合部を有し、
外枠と見切り板との間に液晶表示パネルが載置され、パ
ネル押さえバネとバネ掛合部との掛合により液晶表示パ
ネルが外枠と見切り板との間で固定されている液晶表示
装置を提供する。
【００１２】また、本発明は、液晶表示パネルを、該液
晶表示パネルの有効画素領域に対応した開口部が形成さ
れている外枠と見切り板との間に実装する液晶表示装置
の製造方法であって、見切り板がパネル押さえバネを有
し、外枠がパネル押さえバネと掛合するバネ掛合部を有
し、外枠に液晶表示パネルを載置し、その上に見切り板
を被せ、パネル押さえバネとバネ掛合部を掛合すること
により液晶表示パネルを外枠と見切り板との間で固定す
ることを特徴とする液晶表示装置の製造方法を提供す
る。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しつつ、本発明
を具体的に説明する。なお、各図中、同一符号は同一又
は同等の構成要素を表している。
【００１４】本発明では、液晶表示パネルを外枠と入射
見切り板との間に固定するにあたり、図３に示すよう
に、外枠１０Ａとして、液晶表示パネルの有効画素領域
に対応した開口部（出射窓）１２が形成されている底部
１１と液晶表示パネル１の側面を覆う側壁部１３からな
るをものを使用し、図４に示すように、入射見切り板２
０Ａとして、液晶表示パネル１の有効画素領域に対応し
た開口部（入射窓）２１を有するバネ材を使用する点で
は、従来法と同様であるが、入射見切り板２０Ａの周縁
部の４カ所にはＳＵＳ材等からなる板バネ状のパネル押
さえバネ２２が形成されている。また、外枠１０Ａの側
壁部１３の外面には、パネル押さえバネ２２と掛合する
バネ掛合部１４が形成されている。なお、入射見切り板
２０Ａの本体部は、ＳＵＳバネ材等から形成され、外枠
１０Ａは、プラスチック成型品からなる。図５は、パネ
ル押さえバネ２２の拡大側面図であり、図中、破線はパ
ネル掛合部１４（図３）と掛合したときのパネル押さえ
バネ２２の形状を示している。
【００１５】液晶表示パネル１の実装時には、図１、図
２に示すように、外枠１０Ａの底部１１上の所定の位置
に液晶表示パネル１を落とし込むようにして載置し、そ
の上から入射見切り板２０Ａを被せ、入射見切り板２０
Ａのパネル押さえバネ２２を外枠１０のバネ掛合部１４
に挿入するようにして掛合する。これにより液晶表示パ
ネル１が入射見切り板２０Ａによって外枠１０Ａの出射
窓１２方向に押圧され、外枠１０Ａと入射見切り板２０
Ａとの間で固定される。この方法によると、外枠１０Ａ*
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*への液晶表示パネル１の固定に、従来、液晶表示パネル
の実装時に使用されていた紫外線硬化型樹脂や室温硬化
型シリコーン樹脂等の樹脂が使用されないので、樹脂の
使用に伴う生産性の低下、液晶表示パネルや周辺設備の
汚染、防塵ガラス構造で使用されるシリコーンゲル接着
剤の硬化阻害が解消され、また、液晶表示パネルを外枠
に固定した後の検査で液晶表示パネルに不良が発見され
た場合に、外枠が無駄に廃棄されることもなくなる。
【００１６】本発明においては、図１に示すように、入
射見切り板２０Ａの液晶表示パネル１との対向面に凸面
２３を設け、パネル押さえバネ２２とバネ掛合部１４と
の掛合により、この凸面２３で液晶表示パネル１が面押
しされるようにし、液晶表示パネル１に押圧力が局部的
に集中することを防止することが好ましい。
【００１７】以上、図面に基づいて本発明を説明した
が、本発明はさらに種々の態様をとることができる。例
えば、図１０に示したような防塵ガラス構造を形成する
場合においても、見切り板にパネル押さえバネを設け、
防塵ガラスを介して液晶表示パネル１を見切り板で外枠
へ押圧することにより固定すればよい。
【００１８】また、出射窓を有する外枠１０Ａに、入射
見切り板２０Ａで液晶表示パネル１を固定する態様につ
いて説明したが、入射窓を有する外枠に出射窓を有する
見切り板で液晶表示パネルを固定する場合にも本発明は
適用することができる。
【００１９】
【発明の効果】本発明によれば、液晶表示パネルを、樹
脂を使用することなく外枠と見切り板との間に固定する
ことが可能となる。したがって、液晶表示パネルの外枠
への固定に際して、樹脂の硬化時間の確保が不要とな
り、生産性を向上させることができ、液晶表示パネル等
が樹脂の糸引き等で汚染されることも防止できる。ま
た、防塵構造で使用するシリコーンゲル接着剤の硬化阻
害要因も解消する。さらに、液晶表示パネルを外枠に固
定した後の検査で液晶表示パネルの不良が発見された場
合に、液晶表示パネル単体を廃棄することが可能とな
り、従来廃棄されていた外枠の再利用を図ることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明における、外枠と入射見切り板の掛合
時の断面説明図である。
【図２】  本発明における、液晶表示パネルの実装後の
平面図である。
【図３】  本発明で使用する外枠の平面図である。
【図４】  本発明で使用する入射見切り板の平面図であ
る。
【図５】  パネル押さえバネの拡大側面図である。
【図６】  従来の外枠の平面図である。
【図７】  従来の入射見切り板の平面図である。
【図８】  従来法による、液晶表示パネルの実装工程の
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断面説明図である。
【図９】  液晶表示パネルの実装後の平面図である。
【図１０】  従来の液晶表示パネルの防塵ガラス構造の
断面図である。
【符号の説明】
１…液晶表示パネル、  ２…紫外線硬化型樹脂、  ３…*
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*室温硬化型シリコーン樹脂、  ４…入射側防塵ガラス、
  ５…出射側防塵ガラス、  ６…シリコーンゲル接着
剤、  １０Ａ…外枠、  １１…底部、  １２…出射窓、
  １３…側壁部、１４…バネ掛合部、  ２０Ａ…入射見
切り板、  ２１…入射窓、  ２２…パネル押さえバネ、
  ２３…凸面

【図１】 【図２】 【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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